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佐賀県 野見山 茂 地域コミュニティ活動

【年 齢】
43歳

【出身地】
福岡県 北九州市

【転出元】
福岡県 北九州市

【前 職】
株式会社の経営

【活動時期】
R３年11月～

（１年目）

経営者のつながりから佐賀県の各種CSO団体の活動に触れ
営業やPRを委託で受けたことに始まり、CSO団体での活動
の中で利益の為ではなく地域の為に本気で取り組まれてい
る方々の利他の姿に感動したこと。またそれら活動の中で
地域おこし協力隊の制度をご紹介いただいたこと。

【メディア等の取材連絡先】
（メールアドレス）s.nomiyama@saga-suttc.org
（電話番号）080-6433-6891

【活動の様子を発信しているSNS・ブログなど】
アメブロ https://ameblo.jp/cso-enmusubi/
Youtube QRコードにて

経営者との交流の中でこれまで培ってきた人脈や見識を県
民の協働というテーマに沿って地域に還元していきたい。
特に防災とまちづくりの分野での事業化を残り２年の任期
中に達成するため各方面のCSO団体との信頼関係構築を最
優先課題としている。
任期後は取得した専門性の高い免許や資格を活用しながら
地域にニーズのある課題に目を向けソーシャルセクターで
のNPOの立ち上げや2次創業を目指す。

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

●災害支援団体での活動
災害支援団体【SPF】の事務局担当として重機講習や
防災講習の運営を担当、動画撮影・編集のスキルを
活用した県内外へのPR動画制作。
（動画URL）
https://www.youtube.com/watch?v=EsZF2Exw
oFw

●まちづくり団体での活動
地域の夏祭りでごみの分別と持ち帰りを呼びかける、
【栄の国まつりごみダイエット大作戦】にて全体統
括業務を担当、動画撮影・編集のスキルを活用した
県内外へのPR動画制作。（動画URL）
https://www.youtube.com/watch?v=5eCu6frGR
qg

●中間支援団体での活動
CSO団体の伴走支援の為、日本ファンドレイジング
協会の准認定ファンドレイザーを取得。人・モノ・
資金・情報といった団体運営に不可欠なものを集め
団体が活動を続けられるよう支援するスペシャリス
トを目指す。

mailto:s.nomiyama@saga-suttc.org
http://localhost/


佐賀県 草田 彩夏 地域コミュニティ活動

【年 齢】
26歳

【出身地】
東京都江戸川区

【転出元】
佐賀県佐賀市

【前 職】
（株）LITALICO学習支援
事業部 児童指導員/保育士/
支援コンサルタント
【活動時期】

R4.1～（1年目）

以前の仕事では自他ともに少しでも受容する事ができる環
境作りや教育を「療育」という手段より熟考していました。
一方で、都内特有の親子の距離感や習い事への依存意識に
疑問を感じたり、地域で安心できる人と繋がれたりしてい
れば困りが減っていた可能性があると感じた事例も多くあ
りました。近くで見ていてくれたり自分のことを認めてく
れたりする人がいることがその人の安心や自信に繋がるの
ではと考え「子どもの居場所立ち上げサポーター」の仕事
に魅力を感じて応募しました。

【メディア等の取材連絡先】
（メールアドレス）kusada-ayaka@pref.saga.lg.jp （電話番号）0952-25-7056

【活動の様子を発信しているSNS・ブログなど】

（子どもの居場所なんでも相談室）https://lin.ee/Zv4lJ6Y
（佐賀県 子どもの居場所 ポータルサイト）https://saga-codomo.com/

佐賀県内の子どもの居場所を20市町全てに設置、運営する
地域住民がいる状態を作ることが目標です。「居場所」に
対する認知度や開設ハードルが高いエリアに対して、理解
促進と丁寧な支援内容を伝えることによって達成していき
たいと考えています。
任期後は未定ですが、子どもの居場所に対する価値の発信
を中心とした活動を続けていきたいと検討をしております。

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

活動内容が
分かる写真など

●子どもの居場所に関するリアル＋オンライン相談チャネル
県域を対象に子どもの居場所開設希望者の相談チャ
ネルが無かった点に着目し、隔週で子どもの居場所
相談を佐賀市内で実施した。同時にLINEを活用して
居場所開設希望者を対象にした相談チャネルを構築
した。

活動内容が
分かる写真など

●開設希望者市町行政職員と関係者のマッチング
子どもの居場所を開設、運営する地域住民と該当市
町の担当職員や関係者とのマッチングを行い、必要
な補助メニューの提案や地域資源の支援提案につな
げている。

活動内容が
分かる写真など

●子どもの居場所開設の立ち合い、既存の居場所訪問
県域で子どもの居場所を運営する方々へのヒアリン
グや状況視察を実施し、課題点や問題点を整理しな
がら必要な支援内容を県が委託する中間支援組織と
検討している。
また、新規開設の際には立ち合いを行い安定した運
営の支援をしている。

mailto:kusada-ayaka@pref.saga.lg.jp


隊員本人の顔が
分かる写真

佐賀県 武田 有里子 地域コミュニティ活動

【年 齢】
28歳

【出身地】
京都府 京田辺市

【転出元】
ドイツ フランクフルト

【前 職】
旅行会社営業
お好み焼き屋副店長

【活動時期】
R3.12～

（1年目）

きっかけは孫ターンです。佐賀の伊万里に祖父母が住んで
いて、小さい頃からよく遊びに行っていました。私の出身
地はいわゆるベッドタウンだったので、伊万里の方がずっ
と“ふるさと”という気がしていました。外国に住んでいた
時期もありましたが、佐賀の活性化に貢献したいと思い、
応募しました。

【メディア等の取材連絡先】
（メールアドレス）kokusai@pref.saga.lg.jp
（電話番号）0952-25-7328

【活動の様子を発信しているSNS・ブログなど】
（Excellent Saga 佐賀県国際課）https://www.facebook.com/ExellentSAGA

地域の人と外国の人の、小さくても長く続く交流を増やし
ていきたいです。地域の人と外国の人同士で顔の見える関
係性を作るお手伝いをします。「△△人の○○さん」では
なく、「○○さん」自身を知るきっかけを作りたいです。
地域の人たちには、佐賀に住む外国人住民のことをもっと
知ってもらい、一方で、外国人住民には佐賀のいいところ
をもっと知ってもらいたいです。そのために、今後は地域
により入り込んでいけたらと思っています。

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

●「やさしい日本語」でオンライン交流
3月実施。対象は、多文化交流サポーター(県職員ボ
ランティア）と、佐賀に来られず当時は、ミャン
マーにいた待機留学生です。内容は、互いのおすす
め(場所、物、食べ物)を「やさしい日本語」で紹介
し合うというもの。留学生からは、「佐賀に行く前
に知り合いができて、安心した」という声が多く寄
せられました。

●「うちわ作り」で異文化交流
6月実施。上記の待機留学生がようやく佐賀に来られ
ることになり、対面の交流会が実現しました。内容
は、日本人参加者にアイデアを出し合ってもらい、
「うちわづくり」に決定。ミャンマーでのうちわに
関する考え方なども知ることができました。最後は
作ったうちわを交換して、交流を深めました。

●国際フェスタでブース出展しよう！
9月～10月実施。県内大学生、留学生、多文化交流
サポーターを集めて、10月末開催の国際フェスタで
ブースを出展してもらいました。国も世代も異なる
彼らは、何度も話し合いを重ね、企画から運営まで
全て行いました。異文化を体験できるブースは子供
たちに大人気でした。

mailto:takeda-yuriko@pref.saga.lg.jp
https://www.facebook.com/ExellentSAGA


隊員本人の顔が
分かる写真

佐賀県佐賀市 筒井 美由希 地域コミュニティ活動

【年 齢】
３２歳

【出身地】
東京都 練馬区

【転出元】
東京都 練馬区

【前 職】
紙の専門商社事務

【活動時期】
R３.４～

（２年目）

【メディア等の取材連絡先】

（メールアドレス）chiiki_kyoryoku@city.saga.lg.jp

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

●高齢者団体ヨガレッスン

●地域イベント手伝い
直近では、「古湯温泉秋の彩フェスタ」を実行委員
会の皆さんと協力し運営のお手伝いをさせていただ
きました。様々な方と交流を深め良い経験となりま
した。

●工作体験指導・補助
NPO法人みんなの森プロジェクト、北山森クラブに
て子どもたちに工作・指導補助のお手伝いをさせて
頂いています。出前講座に出向くこともあり、中山
間地域のことを知っていただけるきっかけ作りにも
繋がっています。

祖母の住む佐賀県で職を探していたところ、地域社会に
貢献できる点や、前職と全く異なる職種で新たに挑戦で
きる環境に魅力を感じたため応募しました。

森林空間とヨガを掛け合わせて、人の心を豊かにした
り、心身ともに健康でいられる取り組みをしていきたい
です。地域住民の方の健康維持に目を向け、日常的な健
康づくりの場を築くことを引き続き行います。
活動の場を拡げるため、子育て支援センターでのヨガ、

都市住民向けに豊かな自然に触れあい、心身を癒す場と
しての森林ヨガ実施を予定しています。

高齢者の方の負担軽減を考慮し、従来のマットを敷
いて行うヨガではなく、椅子に座って行う椅子ヨガ
教室の実施。簡単な動きで体を動かし、自律神経や
心を整えてリラックスしていただけるような取り組
みやすい内容。



隊員本人の顔が
分かる写真

佐賀県小城市 田中 あき 地域コミュニティ活動

【年 齢】
３６歳

【出身地】
佐賀県小城市

【転出元】
東京都狛江市

【前 職】
事務職（建設業及びビル

メンテナンス業の会社）
【活動時期】

R３.６～
（２年目）

Uターン転職を考えるうえで、出身地である小城市に貢献
出来るようなことをしたいなと思っていたところ、東京で
移住の相談をしていて、さが移住サポートデスクの方に、
小城市で地域おこし協力隊の募集をされていることを教え
ていただきました。
活動内容の説明を受け、棚田の保全や農業、地域づくりな
ど、未経験の分野ではありましたが、「面白そうだな」と
興味を持ったので応募しました。

【メディア等の取材連絡先】
（メールアドレス）nourinsuisan@city.ogi.lg.jp
（電話番号）0952-37-6125（小城市役所農林水産課）

【活動の様子を発信しているSNS・ブログなど】
（Instagram）https://www.instagram.com/eriyama_tanada/

ミッションは、江里山地域の活性化（アイデア創出とその
具現化）と情報発信です。今後は、「棚田の保全と棚田で
農業」をテーマに、以下の3つの項目につなげられるよう、
地域のみなさんの思いを汲み取りながら、その実現に向け
てサポートしていきたいと思っています。
１．お金を生み出す
２．農作物などをもっと売る
３．耕作放棄地を減らす

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

●農業体験（米・野菜の栽培）
江里山の棚田での農業体験として、お米と野菜づく
りに挑戦しています。栽培の経験がないので、地域
のみなさんに助けていただくことばかりですが、お
米や野菜を収穫する喜びを感じるとともに、栽培の
大変さや棚田地域ならではの苦労があることも実感
しました。

●地域コミュニティへの参加
江里山地域の伝統料理「さしみこんにゃく」を作り
続けているグループの活動や、市内の中高生が農業
体験を通して棚田の保全について学ぶ「江里山たな
だ部」の活動に参加するなどして、地域内外の方と
の交流を深めています。

●コミュニケーション誌の発行
地域のみなさんとコミュニケーションを図るきっか
けづくりとして、毎月１回、「だんだんだより」を
発行しています。協力隊の活動内容を報告したり、
地域活性化のヒントになるような情報を掲載したり
しています。



隊員本人の顔が
分かる写真

佐賀県大町町 公門 寛稀 地域コミュニティ活動

【年 齢】
32歳

【出身地】
佐賀県佐賀市

【転出元】
神奈川県横浜市

【前 職】
NPO職員

【活動時期】
R2.10～

（3年目）

災害支援をおこなうNPOの職員として６ヶ所の支援活動に
関わりました。被災地域の復旧、復興は短期間では答えが
出ません。しかし、被災地域外から支援に入る外部団体と
して活動の区切りがあることに違和感を感じていました。
そんな中、令和元年佐賀豪雨の支援で大町町と武雄市で活
動しました。その後、大町町が継続した被災者支援の担当
として協力隊を募集する事を聞き、協力隊という行政側と
してこれまでと違う立場で防災に関われる事や地域と一緒
に復旧・復興に取り組みたいと思い応募しました。

【メディア等の取材連絡先】
（電話番号）0952-82-3111

【活動の様子を発信しているSNS・ブログなど】
（Facebook）https://www.facebook.com/omachi.chiikiokoshi

災害が発生すると、避難所の設置・運営、人命救助、り災証
明の発行など各種手続き、災害廃棄物の受け入れ、仮設住宅
の手配など行政が対応する支援は多岐にわたります。しかし、
このような事に平時から具体的な対応を検討することは難し
いと感じます。この様な課題を解決するためには、行政内に
も防災の専門家を配置すべきと思い、防災コンサルタントと
してBCPなどのハード面ではなく、自治体職員の災害に係る
制度認識向上や自主防災組織や地域ボランティア・NPO との
連携調整など発災時に必要になってくる地域防災力向上に向
けて行政と一緒に取り組む体制を作りたいと考えています。

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

●被災者からの相談対応、見守り支援
R元年の災害発生時より、みなし仮設住宅の入居者へ
のフォローや家屋改修後のカビ消毒などの対応を実
施。また、生活再建支援金などの公的支援の説明や
申請サポート、体調面など気にかかる方がいれば保
健師や担当部署に情報を共有し対応頂くなど、住民
と行政の橋渡し役として活動。

●発災時の災害対応コーディネーション
協力隊着任1年目のR3年8月に豪雨災害が発生。NPO
職員時代の支援者との繋がりを活かし、支援活動を
実施。定期的な情報共有会議を行い、地域住民、社
協、行政や県内外の支援団体の活動を調整。被災者
ニーズを汲み取り各セクターの専門機関に繋ぎ対応
頂くなど現地コーディネーターとして活動。

●地域防災力向上
行政やNPOと連携し、地域住民を対象とした、防災
講座、避難所の設置体験会など防災・減災啓発活動
を実施。また、発災時に協力頂いた地域住民や民生
委員との繋がりを活かし、行政と連携した避難所運
営の協力体制構築など進め、地域防災力向上を目指
し活動。



隊員本人の顔が
分かる写真

長崎県佐世保市 榎本 秀実 地域コミュニティ活動

【年 齢】
５７歳

【出身地】
東京都 大田区

【転出元】
東京都 大田区

【前 職】
会社員

【活動時期】
R2.4～

（3年目）

両親共に東京育ちで田舎がありません。旅行や親戚の田
舎を訪れるたびに、地方での暮らしに憧れるようになり地
域で役に立てる事があれば、是非、移住したいと思いまし
た。

【メディア等の取材連絡先】
（メールアドレス）hidemi.enomoto@city.sasebo.lg.jp
電話番号 黒島支所 0956-56-2001

【活動の様子を発信しているSNS・ブログなど】
（フェイスブック）https://www.facebook.com/sasebochioko

https：//www.facebook.com/96shima

地域に根差した活動を続け、移住者の指針を作りたいと
思っています。

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

● 「地域の生活環境向上」と「観光ポイントの
美観の維持」「地域特産品の継承」

地域に公共交通機関がなく自動車は必需品です
が地域に自動車整備工場がなく緊急対応ができず
修理に時間がかかるので車や農機、船舶の修理依
頼を受けています。高年齢化で除草作業や倒木処
理が滞ってしまうので、できる範囲で活動してい
ます。

除草作業での観光ポイント制作

https://www.facebook.com/sasebochioko


隊員本人の顔が
分かる写真

長崎県平戸市 齊藤 三花 地域コミュニティ活動

【年 齢】
31歳

【出身地】
神奈川県 川崎市

【転出元】
東京都 文京区

【前 職】
保育園 調理師

【活動時期】
R4.4～

（1年目）

「平戸のきれいな海と人情に惚れて」
以前より田舎に住みたい、自身が癒されるきれいな海の側
で暮らしたい、人の温かさに触れていたいと考えていまし
た。将来、６次産業に挑戦する夢を持っており、地方移住
では「食」に携わる仕事を優先事項で探し、マッチしたの
が平戸市でした。さらに地方移住フェアでOBの方が親身
に対応してくれたこと、支援が整っていることに安心感を
抱き、応募を決めました。平戸市を知っていたわけではな
いのですが、今では地域に惚れ、地域のために動き続けた
いです。

【メディア等の取材連絡先】
平戸市企画財政課（電話番号）0950-22-9105

【活動の様子を発信しているSNS・ブログなど】
来年度から始動を予定しています

地域の方も観光で来た方もみんなが楽しく交流できる場を
目指して、農業体験や地元食材を使った調理体験等のイベ
ントを企画していきたいです。さらに地域食材の味を伝え
るために、まずは手に取ってもらいやすく、目を引く加工
品を製作していきたいです。地元の味×流行フードとして
新しいけれども親しみやすいものを目指します。「食」を
通じて多くの人が笑顔になり、「食」が人との繋がりの
きっかけになるよう努めます。

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標
連絡先

活動内容基本情報

●農業で地域と関わる
まちづくり運営協議会を通じて、地域生産者から農
業を学んでいます。まち協事業の小麦栽培に参加し、
参加者とのコミュニケーションを通して地域の現状
を把握するよう努めています。農業体験イベント等
を企画するためにも、まず自身で学び、実践するこ
とでスキルアップしていきたいです。

●農業体験、調理体験
小学生向けの食育イベントに講師として参加しまし
た。座学では小麦の成長や製粉の仕方を説明し、収
穫体験では地域農業・地域食材への興味が増進する
よう一緒に汗を流し、調理体験では作る楽しさや食
欲増進に繋がる取り組みとなるよう心掛け実施しま
した。

●地域食材の商品
地域で収穫された小麦粉・野菜を使って、お菓子や
お惣菜を製作しています。まずは地域の方に食べて
いただきたく、月に１度の地域市場「ぴんぴんシュ
シュ」で販売しました。地域になじみ深い味に近づ
くよう話を聞きながら今後も改善していきたいです。



長崎県新上五島町 濱本 憲吾

隊員本人の顔が
分かる写真

地域コミュニティ活動

【年 齢】
37歳

【出身地】
大阪府茨木市

【転出元】
京都府京都市

【前 職】
芸能活動（ラーメン屋）

【活動時期】
R4.9～

（1年目）

幼少期からの夢だったお笑い芸人（タレント）を引退した
時に、他にやりたい事が見つかりませんでした。
そんな時に、以前から知ってはいた地域おこし協力隊につ
いてきちんと調べてみると、興味がわきました。芸能界で
つちかったコミュニケーション力と話術をいかせるチャン
スと思い応募しました。

【メディア等の取材連絡先】
（メールアドレス）k.hamamoto@town.shinkamigoto.nagasaki.jp
（電話番号）0959-53-1113

【活動の様子を発信しているSNS・ブログなど】
（Instagram）https://www.instagram.com/chioko_snkm/
（Facebook）https://www.facebook.com/kami510chioko

今後は地域のみなさんが楽しめる交流を企画しています。
移動型のオリンピックなど思案中です。
任期後は地域の方が食べたいと言っている「ラーメン屋さ
ん」を開業できればと思っています。

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

活動内容が
分かる写真など

●文化的景観を守り、地域住民の心も守る
文化的景観を守る為と、集落支援の為に空き家と
なっている家屋に生えている「ツタ」の除去作業を
行いました。

活動内容が
分かる写真など

●パズルで作ろうピースの輪
コロナ禍で人の集まりが少なくなっている中で、今
までよりも小規模、少人数で開催している老人会の
集まりに、地域の風景がで作ったジグソーパズルを
少しづつ完成させて、いつもの集まりのなかにひと
つ目標も定めて達成感を分かち合う為に運営。

https://www.instagram.com/chioko_snkm/
https://www.facebook.com/kami510chioko


隊員本人の顔が
分かる写真

熊本県菊池市 古閑 恵子 地域コミュニティ活動

【年 齢】
55歳

【出身地】
東京都目黒区

【転出元】
東京都杉並区

【前 職】
起業コンサルタント
加工食品診断士

【活動時期】
R２.４～

（３年目）

【メディア等の取材連絡先】
（メールアドレスkk.labplus@gmail.com (古閑氏の会社)

shoukou@city.kikuchi.lg.jp（菊池市商工振興課）
（電話番号）0968-36-9720（菊池市商工観光課）

【活動の様子を発信しているSNS・ブログなど】
https://www.facebook.com/菊池市-地域おこし協力隊-765929873524925/

加工食品診断士として安心安全な調味料の普及を行ってい
きたい。地元の豊かな恵みと温かい人々のマンパワーを活
かし安心安全な調味料の製造もできたら・・・と考える
日々。ターゲットは差別化を狙う幼稚園や学校給食。
地元のおいしい物とセットにし、都会向けのサブスクも
やってみたい。

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

●おとな食堂
フードドライブで集めた食材や、道の駅などから提
供していただいた野菜を活用し、子どもシェフ達が
独創的で予想外に美味しい創作料理を大人に振る舞
う。子供たちの料理へのハードルを下げると同時に、
大人たちの本音トークの場の提供を目指している。

●仕事の家庭教師
市役所や商工会に相談に行くほどではないけれど、
これが解決したらスッキリする！
前に進める気がする！そんな小さなお悩みを持ち込
んでいただき一緒に考える場の提供。
市役所を飛び出して定休日のカフェをレンタルして
開催中。

●
歴史のある菊池のまちには和装がとてもよく似合う。
まちを和服で歩く人を増やすことを目的とし、地元のお
母さんたちに浴衣を着つけて頂いたりカメラマンによる
写真撮影を行ったりしている。和装の関係人口を増やす
べく着付け教室も定期開催中。今後は着物で参加したく
なるイベントも開催していく予定。

退職後、彼らの郷里である熊本県にUターンした親の介護問
題が発生し、二拠点生活の方法を考え始めていた時に、ふる
さと回帰支援センターHPで“地域おこし協力隊”の制度を知
り、ビッグサイトのイベントに参加し菊池市の協力隊に応募。 召しませ着物（浴衣）

mailto:kk.labplus@gmail.com
mailto:shoukou@city.kikuchi.lg.jp


熊本県玉東町 稲井 萌実 地域コミュニティ活動

【年 齢】
３３歳

【出身地】
兵庫県神戸市

【転出元】
熊本県熊本市

【前 職】
山小屋アルバイト

【活動時期】
R４.９～

（１年目）

夫の故郷であるウクライナが軍事侵攻を受け、玉東町でも
ウクライナ避難民を受け入れるプロジェクトが始動したこ
とを人伝いに聞いた。ウクライナへの渡航歴もあり、多少
ながらウクライナ語がわかるので自分に何かできることが
あるのではと感じた。また、ちょうど、今年から夫の仕事
で熊本県に移り住んだところでタイミングが良かったこと
もあり、応募させていただいた。

【活動の様子を発信しているSNS・ブログなど】
主の活動であるウクライナ避難民受け入れ事業HP：https://orangenetwork-
on.com/

現在町に避難したウクライナ避難民の方々は来年夏～秋ま
で有効のビザを持っていることもあり、この1年は日本で
の生活に彼らが慣れることができるよう、また自立できる
ように支援していきたい。
同時に、ウクライナ人のみならず他の外国人住民と日本人
町民が共生し、共に良い影響を与えあえるような町づくり
に尽力したい。

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

●ウクライナ避難民受け入れプロジェクト「Orange Network Project（ONP）」

●木葉小学校にて多文化共生プレゼンテーション
JICAとONP共同で避難民の子どもを受け入れる
小学校にて多文化共生プレゼンテーションを行
なった。私はウクライナの国情報や簡単な言葉
の紹介、当日の簡単な通訳を担当した。

●町民誌で世界について伝えるコーナー作成

多文化共生促進の一環として、「ハローワール
ドGYOKUTO」コーナーを町広報紙にて毎月
連載している。初年度はウクライナという国
をテーマに、文化紹介ややさしい日本語を
テーマに記事を作成している。

玉東町と特定非営利活動法人【れんげ国際ボラ
ンティア会（ARTIC）】と協働でウクライナ避
難民受け入れプロジェクトを発足。現時点で４
世帯の家族を受け入れており、チームで協力し
て日々の生活支援、教育支援を行っている。

●ウクライナ避難民４世帯受け入れ

避難民受け入れに伴い、空港への迎え、メディ
ア取材や歓迎セレモニー対応、そして日本の制
度や慣習を紹介するオリエンテーションの実施
を行った。

https://orangenetwork-on.com/


隊員本人の顔が
分かる写真

熊本県芦北町 大町 陽平 地域コミュニティ活動

【年 齢】
４2歳

【出身地】
東京都 日野市

【転出元】
東京都 日野市

【前 職】
木造住宅加工工場の配送・
生産管理、ベトナム人技能
実習生世話役

【活動時期】
R２.１０～

（３年目）

・未知なことに挑戦したい

・地域の人と一緒におもしろいことをして、一緒にたくさ
ん笑いたい

【メディア等の取材連絡先】
（メールアドレス）machi85machi@gmail.com
（電話番号）0966-82-2511
葦北郡芦北町役場企画財政課

【活動の様子を発信しているSNS・ブログなどのURL】
Facebook〖芦北町地域おこし協力隊〗INSTAGRAM〖oonocamp〗

・キャンプ場をよりたくさんの人に利用していただき、当地域の豊富な
自然に恵まれた素敵な山里のファンを増やす

・地域の人が自信を持って作っているお米がより高く売れるシステムの
構築

・地域でのイベント（お祭り等）を企画し、子供からおじいちゃんお
ばあちゃんまで楽しめることをしていく

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

●キャンプ場運営
山里の地域にて自然を活かしたキャンプ場を2箇所開
設しました。
1箇所目は休耕期の田んぼ、2箇所目は使用していな
い山林です。
開設にあたり、地域の人に多大なる協力をしていた
だきました。

●キャンプ場を通した野外体験・地域交流
運営している田んぼのキャンプ場にて地域の保育園
の子供達と田植え・稲刈をして、できたお米をキャ
ンプ場で竹で炊いて食べました。
また、地域の子供達・大人の人達にキャンプ場に集
まっていただきBBQ・竹のそうめん流し等をしてい
ます。

●農業実践
地域の農事組合の方々と一緒に当地域のメイン作物
の米を中心に作りながら、農業を教えていただいて
います。また、田んぼを貸していただき自分でお米
を作り販売にもチャレンジしています。
農業を通して、地域のこと・地域の人達をより知っ
ていき、地域の発展に繋げていきたいです。



隊員本人の顔が
分かる写真

熊本県水上村 本岡 康博 地域コミュニティ活動

キャリアアップを目指し転職を考えていた時期に、母から
の勧めで地域おこし協力隊の話を聞きました。地元のため
に働けることや、人と直接関わる仕事内容に魅力を感じ
応募させていただきました。

【メディア等の取材連絡先】
（メールアドレス）motooka@vill.mizukami.lg.jp
（電話番号）0966-44-0313 （職場 ・ 水上村役場 保健福祉課）
【活動の様子を発信しているSNS・ブログなど】

インスタグラム mizukami_kyoryokutai5
mizukami_hokenfukushi

任期中にできるだけ多くの福祉関係の資格を取得し、
任期後も福祉関係で水上村の発展に貢献できる
ような仕事に就きたいと思っています。

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

活動内容が
分かる写真など

●地域高齢者の介護予防活動の支援、参加者の送迎
・一般介護予防事業 「元気くらぶ」
・水上村社会福祉協議会委託事業「ふれあい会」
・住民主体の「通いの場」の支援

●高齢者支援に必要な活動及び現地での支援
・地域おこし協力隊合同活動

「地域の清掃活動・避難所の支援活動」
・一人暮らし高齢者の見守り・傾聴活動
・公民館での地域高齢者との交流会

●熊本保健科学大学との包括連携協定による高齢者の活動支援
熊本保健科学大学との合同事業の体力測定・チェックリストや各種調査
への支援

【年 齢】
39歳

【出身地】
熊本県多良木町

【転出元】
神奈川県川崎市

【前 職】
会社員

【活動時期】
R3.9.13～



大分県佐伯市 ノブ ムラナカ 地域コミュニティ活動

【年 齢】
39歳

【出身地】
東京都 東村山市

【転出元】
神奈川県 藤沢市

【前 職】
外資系企業マネージャー

【活動時期】
R3.10～

（2年目）

2020年まで北米で18年過ごす中で、日本の風土・文化をきち
んと自らの五感を通して知りたかったことがそもそもの動機。
そして、土地の魅力を地域内の方々に再認識してもらい、海
外を含めた地域外の方に共感してもらうきっかけづくりを考
えていました。
その中で、大分県佐伯市の地域の方々のやさしさ、豊後水道
や番匠川を育む美しい自然というアウトドアフィールド、今
後の持続可能性・責任ある社会構築に不可欠なオーガニック
憲章に大いに魅了され佐伯市を選びました。

【メディア等の取材連絡先】
（電話番号）0972-46-1111（大分県佐伯市弥生振興局）

定住することが大切なことに理解を示しつつ、人・知識・経
験が循環する社会を目指しています。
一つの地域に移住定住者が増えるという事は、他地域からの
流出があるという事、他の地域の発展の機会を奪う事になり
かねないと自問自答しています。日本全体の幸福を考えると、
もっと軽やかに地域と地域が、日本と世界がワクワクする事
で繋がっていくことを夢見る者の存在もまた大切と考えてい
ます。任期に捉われずに、そのような自分を受け入れてくれ
る地域や組織と共にのんびり生きていくことが目標です。

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

●アウトドア推進による地域活性化
「自然」というコンテンツだけではなく、他の付加価値
と組み合わせたイベントを企画運営。地域外の方が楽し
んで終わるのではなく、地域内のデマンドも考慮し、双
方のメリットを考える。ミニマム・オペレーションにす
ることで、地域住民が自立し、継続運営できるよう、
様々な意味でのサスティナブルな道筋をのんびり模索中。

●実証有機圃場の管理運営
耕作放棄地や就農問題を抱える中で、「農業」や「オー
ガニック」というものにまず興味関心を持っていただけ
るよう、家庭菜園イベントを実施。育てる喜び→市民農
園→休耕地へと繋がっていくストーリーを目指す。また、
圃場にウッドデッキを作るなどして、気楽に、気軽に楽
しめる空間づくりをしながら、今日も雑草と格闘中。

●その他
各種アンケート調査や顧客分析を通して、行政・民間含
む地域の方々へ、最適なオペレーション、改善点の洗い
出し、潜在的なデマンド等を共有中。
地域の人々にデータの重要性を理解してもらい、主体性
を持ってアクションを起こしてもらい、失敗を恐れない
文化の浸透を目指す。



隊員本人の顔が
分かる写真

大分県竹田市 レナルディ・フィルマンシャー 地域コミュニティ活動

【年 齢】
24歳

【出身地】
インドネシア
【転出元】
大分県別府市
【前 職】
なし

【活動時期】
R3.11月～

（２年目）

私は、竹田市の経済的、文化的、社会的発展に貢献できる
外国人、特にインドネシア人のコミュニティを作ることを
目指している。日本人と外国人が一緒に竹田市を作り上げ
ていく姿を見ることができるのは、とても良い機会だと思
う。

【メディア等の取材連絡先】
（メールアドレス）Lenardi@taketa-cci.or.jp
（電話番号）0974-63-9018

【活動の様子を発信しているSNS・ブログなど】
（竹田商工会議所）https://www.taketa-cci.or.jp/

LINEはこちら

外国人技能実習生の受け入れを継続的に支援し、竹田市で
の実習生の生活や仕事を可能な限りサポートしていきたい
と考えている。また、竹田市の国際的なコミュニティを常
に向上させることを目指している。

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

●外国人技能実習生受入業務従事
技能実習監理団体として、竹田商工会議所が取り組
んでいる「外国人技能実習生」受入事業に従事する。
海外から規律と情熱を持った若い実習生を受け入れ
ることで、労働力を必要としている企業の手助けを
することを目指している。

●技能実習生入国後講習担当
竹田商工会議所では、約1ヶ月間、入国した実習生に
日本の生活習慣やルール、マナーについての指導を
し、今後実習先での実習が少しでも円滑に進むこと
を目的として講習を行っている。

●ランゲージ交流ルーム
担当者として、様々な活動を通じて、外国人と日本
人が交流し、互いの言語や文化を学び合う機会を提
供することを目指している。活動は毎週水曜日の夜、
竹田交流プラザで行っており、年齢、性別、経歴に
関係なく、誰でも参加できる。



宮崎県都農町 石原 英明

隊員本人の顔が
分かる写真

地域コミュニティ活動

【年 齢】
38歳

【出身地】
岐阜県 岐阜市

【転出元】
岐阜県 岐阜市

【前 職】
サッカークラブ運営・
人材派遣・電力事業など

【活動時期】
H31.4～

（4年目）

知人から都農町でスポーツによる地域活性化のプロジェク
トが立ち上がることを聞き、これまでの経験を活かした活
動ができると感じたため。

【メディア等の取材連絡先】
（メールアドレス）info@tsunospo.com（電話番号）0983-32-0137
【活動の様子を発信しているSNS・ブログなど】
（HP）https://tsunospo.com
（Facebook） https://www.facebook.com/tsunospo 
（Twitter） https://twitter.com/tsuno_oko 
（Instagram） https://www.instagram.com/tsuno_oko 

ツノスポーツコミッションの基盤づくりを行い、現在取り
組んでいるプロジェクトを継続、発展させる。また、新型コ
ロナウイルスの影響により滞っていた交流人口増加に対する
施策や、地域課題に取り組む人材の育成にも本格的に取り組
みたい。
任期後は、継続してツノスポーツコミッションの運営を行

いながら、全国の様々な地域とのネットワークを構築し、ス
ポーツによるまちづくり・人材育成という分野全体が活性化
されるような取り組みを都農から発信したい。

。

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

①つの職育プロジェクト

一般社団法人ツノスポーツコミッションの代表理事として、
各種事業の企画・運営・管理等を行う。
一般社団法人ツノスポーツコミッションは、スポーツを活用
した若者の移住促進と、地域課題の解決および地域ぐるみで
の人材育成を目指す。

株式会社J.FC宮崎が運営するサッカークラブJ.FC 
MIYAZAKI(現ヴェロスクロノス都農)を都農町へ誘致し、都農
町とJ.FC宮崎との三者協定により、互いの資源や機能などの
活用を図りながら都農町への移住・定住を促し、都農町の農
業・商業・工業・福祉等、労働力が不足している町内事業者
等での職場体験を通じ、自分に適する職業を見つけた若者が
夢を追いかけながら町の新しい活力になることを目指す。地
域おこし協力隊制度も活用し、競技活動と同時に住居整備、
にぎわい創出、魅力発信などの移住定住対策事業、また期間
産業である農業の担い手不足緩和のための農家支援、マッチ
ング事業なども行う。

②ツノスポーツアカデミー
「よき社会人であれ」をコンセプトに「スポーツ」「生活」
「教育」「職育」を通して少年期から青年期までの若者を、
行政、地元企業、農家等、地域ぐるみで育てる取組。町内唯
一の高校だった都農高校の閉校に伴う若者流出の対策として
の側面もあり、所属する高校生は町外、県外出身者がほとん
どで、高校の3年間を町内の選手寮で生活しながらスポーツ、
教育、職育に励む。地域を引っ張て行く人材を育てるととも
に、若者がチャレンジしやすいまちづくりを目指す。
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